
  当院では下記の臨床研究を実施しております。

  本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

研究課題名 関節リウマチ患者の運動習慣の違いが骨格筋に及ぼす影響

（研究番号） (2025029)

当院の研究責任者 瀧　昌也

（所属） （中京病院 リハビリテーションセンター)

本研究の目的

調査データ 承認日から2026年4月30日まで

該当期間

●対象となる患者さま

膠原病リウマチセンター外来患者

研究の方法

（使用する試料等） ●利用する情報

試料/情報の なし

他の研究機関への提供

および提供方法

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は

個人情報の取り扱い 削除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その

際も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。

本研究の資金源 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

（利益相反）

電話：052-691-7151

お問い合わせ先 担当者：リハビリテーションセンター　瀧　昌也

備考

JCHO中京病院を受診された患者さまへ

関節リウマチ(RA)患者は、ロコモティブシンドロームを有し、筋肉量や筋肉の質が低下していることが
わかっている。骨格筋量や筋肉の質は運動により改善することが報告されており，RA患者において
も運動による骨格筋量，筋肉の質の改善はロコモ，サルコペニア予防に繋がり，QOLの向上にも影
響すると考える．そこで、関節リウマチ患者の運動習慣の違いが骨格筋量，筋肉の質，ロコモに及ぼ
す影響について調査する。

年齢、性別、発症日、内服薬、Steinbrocker、Class、DAS28-CRP、筋肉量、Phase
Angle、運動習慣、握力、5回立ち上がりテスト、TUG


